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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同期チャネル信号を生成する同期チャネル信号生成部と、
　報知チャネル信号を生成する報知チャネル信号生成部と、
　ページングチャネル信号を生成するページングチャネル信号生成部と、
　Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号を生成するＬ１／Ｌ２制御チャネル信号生成部と、
　データチャネル信号を生成するデータチャネル信号生成部と、
　同期チャネル信号、報知チャネル信号、ページングチャネル信号、Ｌ１／Ｌ２制御チャ
ネル信号、データチャネル信号を多重化する多重化部と、
　前記多重化部において多重化した信号を送信する送信部とを備え、
　前記多重化部では、連続する複数のサブキャリアにて形成された周波数ブロックによっ
て、可変幅のシステム帯域が複数に分割されており、
　前記多重化部は、前記システム帯域の幅にかかわらず、可変幅のうちの最も狭い幅より
も狭くなるような個数の周波数ブロックであって、かつ前記システム帯域の中心周波数が
含まれた周波数ブロックに、同期チャネル信号、報知チャネル信号を多重化するとともに
、前記システム帯域の中心周波数が含まれた周波数ブロックを含む複数の周波数ブロック
であって、かつ同期チャネル信号、報知チャネル信号を多重化した周波数ブロックの数よ
りも多い数の複数の周波数ブロックに、ページングチャネル信号、Ｌ１／Ｌ２制御チャネ
ル信号、データチャネル信号を多重化することを特徴とする送信装置。
【請求項２】
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　前記多重化部は、２の倍数個の周波数ブロックに同期チャネルを多重化することを特徴
とする請求項１に記載の送信装置。
【請求項３】
　前記同期チャネル信号生成部において生成される同期チャネル信号は、移動局によって
セルサーチのために使用され、
　前記多重化部は、移動局でのセルサーチタイミングを考慮してデータチャネル信号を多
重化することを特徴とする請求項１または２に記載の送信装置。
【請求項４】
　同期チャネル信号を生成するステップと、
　報知チャネル信号を生成するステップと、
　ページングチャネル信号を生成するステップと、
　Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号を生成するステップと、
　データチャネル信号を生成するステップと、
　同期チャネル信号、報知チャネル信号、ページングチャネル信号、Ｌ１／Ｌ２制御チャ
ネル信号、データチャネル信号を多重化するステップと、
　多重化した信号を送信するステップとを備え、
　前記多重化するステップでは、連続する複数のサブキャリアにて形成された周波数ブロ
ックによって、可変幅のシステム帯域が複数に分割されており、
　前記多重化するステップは、前記システム帯域の幅にかかわらず、可変幅のうちの最も
狭い幅よりも狭くなるような個数の周波数ブロックであって、かつ前記システム帯域の中
心周波数が含まれた周波数ブロックに、同期チャネル信号、報知チャネル信号を多重化す
るとともに、前記システム帯域の中心周波数が含まれた周波数ブロックを含む複数の周波
数ブロックであって、かつ同期チャネル信号、報知チャネル信号を多重化した周波数ブロ
ックの数よりも多い数の複数の周波数ブロックに、ページングチャネル信号、Ｌ１／Ｌ２
制御チャネル信号、データチャネル信号を多重化することを特徴とする送信方法。
【請求項５】
　前記多重化するステップは、２の倍数個の周波数ブロックに同期チャネルを多重化する
ことを特徴とする請求項４に記載の送信方法。
【請求項６】
　前記同期チャネル信号は、移動局によってセルサーチのために使用され、
　前記多重化するステップは、移動局でのセルサーチタイミングを考慮してデータチャネ
ル信号を多重化することを特徴とする請求項４または５に記載の送信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般に無線通信の技術分野に関連し、特に複数の帯域で使用することが可能な
基地局、移動局および通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　広帯域符号分割多重接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）方式やＧＳＭ方式等に関する既存の通信シス
テムでは、通信に使用される帯域の中心周波数はラスタ又は周波数ラスタと呼ばれる所定
の周波数に一致するように規定されている。周波数ラスタは例えば２００ｋＨｚ毎に周波
数軸上に並んでいる。
【０００３】
　したがって、移動局は周波数軸上で周波数ラスタを順番にサーチすることで（２００ｋ
Ｈｚ毎にサーチすることで）、オペレータの中心周波数を特定し、下りリンクに接続する
ことができる。下りリンクのセルサーチについては、非特許文献１、２に記載されている
。
【非特許文献１】３ＧＰＰ、ＴＳ２５．１０１、“Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ（ＵＥ
）ｒａｄｉｏ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎｄ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ（ＦＤＤ）”、
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ｐｐ．１２－１４
【非特許文献１】立川敬二、「Ｗ－ＣＤＭＡ移動通信方式」、丸善株式会社、ｐｐ．３５
－４５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、広狭複数の帯域を使用する直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）方式の無線通
信システムが検討されている。ＯＦＤＭ方式を採用するのは、それがマルチパス伝搬干渉
やシンボル間干渉を効果的に抑制できる等の利点を有するからである。このような無線通
信システムでは、例えば２０ＭＨｚのような広帯域とその一部の帯域（例えば５ＭＨｚ）
とが、移動局の装置構成、基地局の装置構成およびアプリケーション等に応じて使い分け
られ、多様なオペレータがサービスを提供できるように配慮されている。
【０００５】
　例えば、図１に示すように、複数の帯域幅を有するＯＦＤＭ方式の無線通信システムに
関するスペクトルは、送信帯域幅、例えば２０ＭＨｚに対して、２０ＭＨｚの広い帯域幅
でも５ＭＨｚの狭い帯域幅でもＯＦＤＭ方式の通信がそれぞれ行われる。
【０００６】
　このような無線通信システムには、基地局の送信帯域幅よりも狭い受信可能帯域幅を有
する端末が存在する。例えば、５ＭＨｚの狭い受信可能帯域幅を有する端末は、周波数軸
上で２０ＭＨｚの広い帯域幅の中心を含む周波数帯域を使用して通信を行う。
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、２以上の帯域の内の何れかの周波数帯域でＯＦＤＭ方式の通
信が行われる移動通信システムにおいて、周辺セルの検出を容易にする送信装置および送
信方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本送信装置は、
　同期チャネル信号を生成する同期チャネル信号生成部と、
　報知チャネル信号を生成する報知チャネル信号生成部と、
　ページングチャネル信号を生成するページングチャネル信号生成部と、
　Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号を生成するＬ１／Ｌ２制御チャネル信号生成部と、
　データチャネル信号を生成するデータチャネル信号生成部と、
　同期チャネル信号、報知チャネル信号、ページングチャネル信号、Ｌ１／Ｌ２制御チャ
ネル信号、データチャネル信号を多重化する多重化部と、
　前記多重化部において多重化した信号を送信する送信部とを備え、
　前記多重化部では、連続する複数のサブキャリアにて形成された周波数ブロックによっ
て、可変幅のシステム帯域が複数に分割されており、
　前記多重化部は、前記システム帯域の幅にかかわらず、可変幅のうちの最も狭い幅より
も狭くなるような個数の周波数ブロックであって、かつ前記システム帯域の中心周波数が
含まれた周波数ブロックに、同期チャネル信号、報知チャネル信号を多重化するとともに
、前記システム帯域の中心周波数が含まれた周波数ブロックを含む複数の周波数ブロック
であって、かつ同期チャネル信号、報知チャネル信号を多重化した周波数ブロックの数よ
りも多い数の複数の周波数ブロックに、ページングチャネル信号、Ｌ１／Ｌ２制御チャネ
ル信号、データチャネル信号を多重化する。
【０００９】
　このように構成することにより、移動局は、中心周波数を含む帯域で、周辺セルサーチ
を行うことができる。
【００１０】
　本送信方法は、
　同期チャネル信号を生成するステップと、
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　報知チャネル信号を生成するステップと、
　ページングチャネル信号を生成するステップと、
　Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号を生成するステップと、
　データチャネル信号を生成するステップと、
　同期チャネル信号、報知チャネル信号、ページングチャネル信号、Ｌ１／Ｌ２制御チャ
ネル信号、データチャネル信号を多重化するステップと、
　多重化した信号を送信するステップとを備え、
　前記多重化するステップでは、連続する複数のサブキャリアにて形成された周波数ブロ
ックによって、可変幅のシステム帯域が複数に分割されており、
　前記多重化するステップは、前記システム帯域の幅にかかわらず、可変幅のうちの最も
狭い幅よりも狭くなるような個数の周波数ブロックであって、かつ前記システム帯域の中
心周波数が含まれた周波数ブロックに、同期チャネル信号、報知チャネル信号を多重化す
るとともに、前記システム帯域の中心周波数が含まれた周波数ブロックを含む複数の周波
数ブロックであって、かつ同期チャネル信号、報知チャネル信号を多重化した周波数ブロ
ックの数よりも多い数の複数の周波数ブロックに、ページングチャネル信号、Ｌ１／Ｌ２
制御チャネル信号、データチャネル信号を多重化する。

【００１１】
　このようにすることにより、移動局は、中心周波数を含む帯域で、周辺セルサーチを行
うことができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の実施例によれば、２以上の帯域の内の何れかの周波数帯域でＯＦＤＭ方式の通
信が行われる移動通信システムにおいて、周辺セルの検出を容易にする送信装置および送
信方法を実現できる。

【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　次に、本発明を実施するための最良の形態を、以下の実施例に基づき図面を参照しつつ
説明する。
なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは同一符号を用い、
繰り返しの説明は省略する。
【００１８】
　本発明の実施例にかかる無線通信システムは、基地局装置と移動局装置とを備える。
【００１９】
　基地局は、送信帯域のうちの所定の周波数帯域を用いて移動局と直交周波数分割多重化
（ＯＦＤＭ）方式により通信を行う。
【００２０】
　本実施例においては、一例として、基地局が２０ＭＨｚの帯域幅を利用し、移動局が５
ＭＨｚの帯域幅を利用する場合について説明するが、端末が基地局の送信帯域のある一部
を使って通信を行う場合に適用できる。
【００２１】
　最初に、通信を開始する場合におけるセルサーチの方法について、図２および図３を参
照して説明する。
【００２２】
　基地局および移動局は、広狭様々な周波数帯域の何れかで通信を行うことができる。本
実施例においては、移動局が、基地局の送信帯域幅よりも狭い受信可能帯域幅を有する場
合について説明する。本実施例において、第１の帯域とは基地局の送信信号帯域幅を示し
、第２の帯域とは全端末の最低の受信可能帯域幅を示す。したがって、第１の帯域の帯域
幅は、第２の帯域の帯域幅以上となる。第２の帯域の帯域幅は、基地局で、同期チャネル
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、報知チャネル、制御チャネルの送信帯域幅である（周波数ブロックの帯域幅）。また、
第２の帯域幅は、システムで用意される複数の受信可能な帯域幅の異なる端末のうち、最
小の能力の端末の受信帯域幅以下の帯域幅であり、システムによってあらかじめ決められ
る帯域幅である。
【００２３】
　移動局は同期チャネル（ＳＣＨ）を利用してセルサーチを行う（ステップＳ３０２）。
例えば、基地局は、送信帯域のうちの所定の周波数帯域を用いて下り信号を送信する。例
えば、基地局は、第１の帯域のラスタ上の中心周波数を含み、第２の帯域で、同期チャネ
ルを送信する。移動局は、該下りリンク信号を受信する。
【００２４】
　例えば、移動局は、２０ＭＨｚのスペクトラムのうち、該２０ＭＨｚの中心周波数を含
む１．２５ＭＨｚ以上帯域、例えば１．２５ＭＨｚまたは５ＭＨｚを検出する。基地局が
２０ＭＨｚの帯域を利用し、移動局も同じ２０ＭＨｚの帯域を利用する場合、移動局は該
２０ＭＨｚの帯域の中心周波数をセルサーチで容易に発見できる。
【００２５】
　移動局が２０ＭＨｚの帯域と中心周波数が異なる５ＭＨｚの帯域を使用する場合には、
所定の同期パターンに基づいて、相関検出を行うことにより、２０ＭＨｚ帯域の中心周波
数を検出する。相関計算では、１サブキャリアでもずれていると相関値は小さくなるため
、帯域の中心を検出できる。同期パターンとして、ＰＮ符号系列、ゴールド符号系列、そ
の他様々な系列を使用することができる。
【００２６】
　例えば、移動局が在圏するセルの中で、２０ＭＨｚ、１０ＭＨｚおよび５ＭＨｚの帯域
が用意され、移動局はその何れかを使用することができる。
【００２７】
　次に、移動局は、基地局から送信された報知チャネル（ＢＣＨ）を受信し、該報知チャ
ネルを使って、基地局により指示された周波数帯域情報を取得する（ステップＳ３０４）
。基地局は、全サブキャリアにわたって同期チャネルをマッピングして送信することに加
え、２０ＭＨｚの帯域の中心周波数を中心とする５ＭＨｚの帯域で、全ユーザ向けの報知
チャネルを送信する。５ＭＨｚの帯域を利用する移動局は、該報知チャネルの中心周波数
を検出し、該周波数を中心とする５ＭＨｚの帯域で伝送される報知チャネルを適切に復調
することができる。この報知チャネルには、２０ＭＨｚの帯域の一部を使用する５ＭＨｚ
の帯域の中心周波数（通常はラスタ上にない）の位置を特定できる中心周波数情報が含ま
れている。中心周波数情報は例えば周波数がラスタ上の周波数とどの程度離れているかを
示す情報を含んでいてもよい。
【００２８】
　次に、移動局は、報知チャネルを復調し、中心周波数情報を読み取り、無線部内の周波
数シンセサイザを調整し、移動局が受信する５ＭＨｚの帯域の中心を該中心周波数情報に
含まれる中心周波数に合わせる。すなわち、移動局は、中心周波数情報に含まれる中心周
波数を含み、第２の帯域の帯域幅以上の帯域に、キャリア周波数を設定する。
【００２９】
　以後、移動局は、指示された帯域、例えば２０ＭＨｚの帯域の右端の５ＭＨｚを用いて
制御チャネル（ＣＣＨ）を受信し、通信を開始する（ステップＳ３０６）。例えば、移動
局は、指示された帯域のＣＣＨを受信して、該ＣＣＨに格納されている移動局に対する着
信の有無を示す制御情報（ページング情報）を参照し、自移動局宛のページング情報を取
得した場合に通信を開始する。また、基地局からの指示に応じて、受信周波数帯域の更新
を行う。
【００３０】
　次に、移動局は、指示された帯域でのデータチャネルを使用した通信を行う（ステップ
Ｓ３０８）。例えば、移動局は、ある時間において、指示された帯域内のＣＣＨおよびデ
ータチャネルを受信する。また、基地局からの指示に応じて、受信周波数帯域の更新を行
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う。移動局は、指示された帯域でのデータチャネルを使用した通信が終了すると、ステッ
プＳ３０６に戻る。
【００３１】
　ステップＳ３０６およびステップＳ３０８において、移動局が在圏セルとの通信を右端
の５ＭＨｚで行っている場合、図４に示すように、該移動局は、周辺セルをサーチするた
めに、通信中に一旦、中心周波数を送信帯域の真ん中にずらして、周辺セルのサーチ、す
なわちＳＣＨ、ＢＣＨの検出を行う。また、移動局は、周辺セルサーチ後に、速やかにも
との中心周波数に復帰して通信を再開する。この場合、基地局は、周辺セルサーチを行う
移動局に対して、２０ＭＨｚのラスタ上の中心周波数を含み、１．２５ＭＨｚ以上の帯域
を割り当てる。
【００３２】
　すなわち、システム帯域幅の一部の周波数ブロックにより通信を行っている移動局、例
えばシステム帯域幅の中心周波数を含む周波数ブロック以外で通信を行っている移動局が
周辺セルサーチを行う場合に、中心周波数を含む周波数ブロックにおいて送信されている
ＳＣＨを用いて、フレームタイミング（シンボルタイミングを含む）を検出する。この場
合、スクランブルコード（セルＩＤ）は通信中セルの制御チャネルにより通知してもらう
。
【００３３】
　このようにすることにより、ＳＣＨを用いた周辺セルサーチ時間を短くできる。その結
果、高速なハンドオーバによる高品質な通信の継続が可能となる。
【００３４】
　この場合、基地局は、移動局が周辺セルサーチを行う可能性のある時間は、スケジュー
リングによる割り当てを行わないようにする。あるいは、基地局は周辺セルサーチ用にス
ケジューリングによる割り当てを行わない時間を設け、移動局はその時間に周辺セルサー
チを行う。
【００３５】
　周辺セルサーチを行うときには、上述したように、通信のために割り当てられている周
波数ブロックの受信の他に、中心周波数を含む周波数ブロックで送信されるＳＣＨを受信
する必要がある。このように周辺セルサーチを行う可能性がある時間は、スケジューリン
グによる割り当てを行わないようにすることにより、移動局は異なる周波数の同時受信が
不要となり、受信装置の構成を簡単化できる。
【００３６】
　次に、本実施例にかかる送信装置の構成について、図５を参照して説明する。送信装置
は、例えば基地局に設けられる。
【００３７】
　送信装置１００は、周波数ブロック数２Ｍ（Ｍは、１≦Ｍの整数）に応じて設けられた
パイロットチャネル信号生成部１０２ｉ（ｉは、１≦ｉ≦２Ｍの整数）、Ｌ１／Ｌ２制御
チャネル信号生成部１０４ｉ、ページングチャネル信号生成部１０６ｉ、およびデータチ
ャネル信号生成部１０８ｉと、周波数ブロック数２Ｍに応じて設けられ、パイロットチャ
ネル信号生成部１０２ｉ、Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号生成部１０４ｉ、ページングチャ
ネル信号生成部１０６ｉおよびデータチャネル信号生成部１０８ｉと接続された多重部１
１４ｉと、多重部１１４ｉと接続されたＩＦＦＴ１１６と、ＩＦＦＴ１１６と接続された
ＣＰ付与部１１８と、多重部１１４Ｍと接続された同期チャネル（ＳＣＨ）信号生成部１
１０および報知チャネル信号生成部１１２とを備える。
【００３８】
　Ｍ番目の周波数ブロックは、送信装置の送信帯域幅における中心周波数を含む。
【００３９】
　パイロットチャネル信号生成部１０２ｉは、パイロットチャネル信号を生成し、多重部
１１４ｉに入力する。Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号生成部１０４ｉは、Ｌ１／Ｌ２制御チ
ャネル信号を生成し、多重部１１４ｉに入力する。ページングチャネル信号生成部１０６
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ｉは、ページングチャネル信号を生成し、多重部１１４ｉに入力する。データチャネル信
号生成部１０８ｉは、データチャネル信号を生成し、多重部１１４ｉに入力する。同期チ
ャネル信号生成部１１０は、同期チャネル信号を生成し、多重部１１４Ｍに入力する。報
知チャネル信号生成部１１２は、報知チャネルを生成し、多重部１１４Ｍに入力する。
【００４０】
　Ｍ番目の周波数ブロック以外に対応する多重部１１４ｉ（ｉ≠Ｍ）は、パイロットチャ
ネル信号を送信するパイロットチャネル、Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号を送信するＬ１／
Ｌ２制御チャネル、ページングチャネル信号を送信するページングチャネル、データチャ
ネル信号を送信するデータチャネルを多重化し、ＩＦＦＴ１１６に入力する。
【００４１】
　また、Ｍ番目の周波数ブロックに対応する多重部１１４Ｍは、パイロットチャネル信号
を送信するパイロットチャネル、Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号を送信するＬ１／Ｌ２制御
チャネル、ページングチャネル信号を送信するページングチャネル、データチャネル信号
を送信するデータチャネルに加え、同期チャネル信号を送信する同期チャネルと、報知チ
ャネル信号を送信する報知チャネルとを多重化し、ＩＦＦＴ１１６に入力する。
【００４２】
　ＩＦＦＴ１１６は、多重化された信号を高速逆フーリエ変換する。
【００４３】
　ＣＰ付与部１１８は、逆フーリエ変換後のＯＦＤＭ方式で変調済みの信号にガードイン
ターバルを付加し、送信するシンボルを出力する。その後、送信するシンボルの信号形式
は、無線周波数で送信するための信号形式に変換され、送信される。
【００４４】
　上述した送信装置１００において、ＳＣＨの送信帯域幅を、ブロック帯域幅の２ｎ倍（
ｎは、１≦ｎの整数）とするようにしてもよい。
【００４５】
　ＳＣＨはシステム帯域幅の中心で送信されるため、図６Ａに示すように、例えばブロッ
ク帯域幅が１．２５ＭＨｚ、ＳＣＨ帯域幅が１．２５ＭＨｚとすると、中央の２つの周波
数ブロックの一部のみにＳＣＨがマッピングされる場合がある。
【００４６】
　そこで、ＳＣＨの送信帯域幅をブロック帯域幅の２ｎ倍とすることにより、図６Ｂに示
すように、上記の問題すなわち、中央の２つの周波数ブロックの一部のみにＳＣＨがマッ
ピングされる問題を解消することができる。
【００４７】
　次に、本発明の実施例にかかる受信装置２００について、図７を参照して説明する。本
実施例にかかる受信装置は、例えば移動局に設けられる。
【００４８】
　受信装置２００は、受信信号が入力されるキャリア周波数乗算部２０２と、キャリア周
波数乗算部２０２の出力信号が入力されるフィルタリング部２０４と、フィルタリング部
２０４と接続されたスイッチ２０６と、スイッチ２０６と切り替え可能に接続された周辺
セルサーチ部２１８および通信部２０８と、周辺セルサーチ部２１８と接続されたハンド
オーバ判定部２３４と、制御手段としての周辺セルサーチタイミング制御部２３２と、周
辺セルサーチタイミング制御部２３２と接続されたキャリア周波数設定部２３０とを備え
る。キャリア周波数設定部２３０には、接続セルの割り当て周波数ブロックを示す情報が
入力され、キャリア周波数乗算部２０２にキャリア周波数を示す情報を入力する。周辺セ
ルサーチタイミング制御部２３２は、スイッチ２０６を制御する。
【００４９】
　また、通信部２０８は、スイッチ２０６と接続された同期検出部２１０およびＣＰ除去
部２１２と、ＣＰ除去部２１２と接続されたＦＦＴ２１４と、ＦＦＴ２１４と接続された
復号部２１６とを備える。同期検出部２１０は、ＣＰ除去部２１２と接続される。
【００５０】
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　また、周辺セルサーチ部２１８は、スイッチ２０６と接続された同期チャネル検出手段
としての同期タイミング検出部２２０およびＣＰ除去部２２２と、ＣＰ除去部２２２と接
続されたＦＦＴ２２４と、ＦＦＴ２２４と接続されたセルＩＤ検出部２２６および受信信
号電力測定部２２８とを備える。同期タイミング検出部２２０は、ＣＰ除去部２２２と接
続される。セルＩＤ検出部２２６および受信信号電力測定部２２８は、ハンドオーバ判定
部２３４と接続される。セルＩＤ検出部２２６の出力信号は受信信号電力測定部２２８に
入力される。
【００５１】
　受信信号は、キャリア周波数乗算部２０２において、キャリア周波数設定部２３０にお
いて設定されたキャリア周波数が乗算され、フィルタリング部２０４において、フィルタ
リングが行われる。
【００５２】
　周辺セルサーチタイミング制御部２３２は、スイッチ２０６の切り替えを制御する。周
辺セルサーチタイミング制御部２３２は、任意のタイミングで通信または周辺セルサーチ
を行うように切り替える。例えば、基地局１００は、データチャネルを割り当てた場合に
は、例えばＣＣＨにより移動局に通知する。移動局２００は、受信したＣＣＨに基づいて
、自移動局宛のデータがあるか否かを判定する。移動局２００は、ＣＣＨを受信した結果
、該ＣＣＨに格納されたページング情報に基づいて自移動局宛のデータがないと判定した
場合、次のＣＣＨを受信する間まで待ち状態となる。周辺セルサーチタイミング制御部２
３２は、この待ち状態の間、周辺セルサーチを行うようにスイッチ２０６の切り替えを制
御する。
【００５３】
　また、この場合、周辺セルサーチタイミング制御部２３２は、周辺セルサーチを行うこ
とを示す情報をキャリア周波数設定部２３０に入力する。キャリア周波数設定部２３０は
、周辺セルサーチを行うことを示す情報が入力された場合、接続セルの送信帯域の中心周
波数を含むＭ番目の周波数ブロックに対応する周波数に設定し、該周波数を示す情報をキ
ャリア周波数乗算部２０２に入力する。
【００５４】
　また、周辺セルサーチタイミング制御部２３２は、周辺セルサーチを行わない場合、通
信を行うことを示す情報をキャリア周波数設定部２３０に入力する。キャリア周波数設定
部２３０は、通信を行うことを示す情報が入力された場合、接続セルの割り当て周波数ブ
ロック情報に基づいて、割り当て周波数ブロックに対応する周波数に設定し、該周波数を
示す情報をキャリア周波数乗算部２０２に入力する。
【００５５】
　周辺セルサーチが行われる場合、周辺の基地局から送信された同期チャネルは、同期チ
ャネルタイミング検出部２２０により、同期チャネルのタイミングが検出され、該タイミ
ングに基づいて、ＣＰ除去部２２２においてＣＰが除去される。また、ＣＰが除去された
信号は、ＦＦＴ２２４において高速フーリエ変換が行われる。
【００５６】
　セルＩＤ検出部２２６は、高速フーリエ変換が行われた信号からセルＩＤを検出し、該
セルＩＤを示す情報をハンドオーバ判定部２３４および受信信号電力測定部２２８に入力
する。
【００５７】
　受信信号電力測定部２２８は、各セルＩＤに対して、高速フーリエ変換が行われた信号
の受信電力を測定し、該受信電力を示す情報をハンドオーバ判定部２３４に入力する。
【００５８】
　ハンドオーバ判定部２３４は、検出された周辺セルＩＤと、当該周辺セルの受信レベル
に基づいて、ハンドオーバを行うか否かを判定する。ハンドオーバ判定部２３４は、ハン
ドオーバを行うと判定した場合には、ハンドオーバを要求するハンドオーバ希望信号を、
基地局にフィードバックする。
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【００５９】
　また、接続されているセルとの通信が行われる場合には、通信部２０８における処理が
行われる。
【００６０】
　同期検出部２１０は、受信信号に基づいて同期検出を行い。同期タイミングを示す情報
をＣＰ除去部２１２に入力する。ＣＰ除去部２１２は、同期タイミングに基づいて、受信
信号のＣＰ除去を行う。ＣＰの除去が行われた信号は、ＦＦＴ２１４において、高速フー
リエ変換が行われ、復号部２１６に入力される。復号部２１６は、高速フーリエ変換が行
われた信号の復号処理を行い、復号結果を出力する。具体的には、復号部２１６は、接続
されたセルの割り当てられた周波数帯域の制御チャネル、ページングチャネルおよびデー
タチャネルの復号を行う。
【００６１】
　次に、本発明の他の実施例にかかる送信装置１００について説明する。
【００６２】
　本実施例にかかる送信装置１００は、ページング情報を全帯域の中心周波数を含む周波
数ブロックで送信する。
【００６３】
　送信装置１００は、例えば基地局に設けられ、図８に示すように、周波数ブロック数２
Ｍ（Ｍは、１≦Ｍの整数）に応じて設けられたパイロットチャネル信号生成部１０２ｉ（
ｉは、１≦ｉ≦２Ｍの整数）、Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号生成部１０４ｉ、およびデー
タチャネル信号生成部１０８ｉと、周波数ブロック数２Ｍに応じて設けられ、パイロット
チャネル信号生成部１０２ｉ、Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号生成部１０４ｉおよびデータ
チャネル信号生成部１０８ｉと接続された多重部１１４ｉと、多重部１１４ｉと接続され
たＩＦＦＴ１１６と、ＩＦＦＴ１１６と接続されたＣＰ付与部１１８と、多重部１１４Ｍ

と接続された同期チャネル（ＳＣＨ）信号生成部１１０、報知チャネル信号生成部１１２
およびページングチャネル信号生成部１２０とを備える。
【００６４】
　Ｍ番目の周波数ブロックは、送信装置１００の送信帯域幅における中心周波数を含む。
【００６５】
　パイロットチャネル信号生成部１０２ｉは、パイロットチャネル信号を生成し、多重部
１１４ｉに入力する。Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号生成部１０４ｉは、Ｌ１／Ｌ２制御チ
ャネル信号を生成し、多重部１１４ｉに入力する。データチャネル信号生成部１０８ｉは
、データチャネル信号を生成し、多重部１１４ｉに入力する。
【００６６】
　同期チャネル信号生成部１１０は、同期チャネル信号を生成し、多重部１１４Ｍに入力
する。報知チャネル信号生成部１１２は、報知チャネルを生成し、多重部１１４Ｍに入力
する。ページングチャネル信号生成部１２０は、ページングチャネル信号を生成し、多重
部１１４Ｍに入力する。
【００６７】
　Ｍ番目の周波数ブロック以外に対応する多重部１１４ｉ（ｉ≠Ｍ）は、パイロットチャ
ネル信号を送信するパイロットチャネル、Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号を送信するＬ１／
Ｌ２制御チャネル、データチャネル信号を送信するデータチャネルを多重化し、ＩＦＦＴ
１１６に入力する。
【００６８】
　また、Ｍ番目の周波数ブロックに対応する多重部１１４Ｍは、パイロットチャネル信号
を送信するパイロットチャネル、Ｌ１／Ｌ２制御チャネル信号を送信するＬ１／Ｌ２制御
チャネル、データチャネル信号を送信するデータチャネルに加え、同期チャネル信号を送
信する同期チャネルと、報知チャネル信号を送信する報知チャネルと、ページングチャネ
ル信号を送信するページングチャネルを多重化し、ＩＦＦＴ１１６に入力する。
【００６９】
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　ＩＦＦＴ１１６は、多重化された信号を高速逆フーリエ変換する。
【００７０】
　ＣＰ付与部１１８は、逆フーリエ変換後のＯＦＤＭ方式で変調済みの信号にガードイン
ターバルを付加し、送信するシンボルを出力する。その後、送信するシンボルの信号形式
は、無線周波数で送信するための信号形式に変換され、送信される。
【００７１】
　上述したように送信装置１００において、ＳＣＨの送信帯域幅を、ブロック帯域幅の２
ｎ倍（ｎは、１≦ｎの整数）とするようにしてもよい。
【００７２】
　次に、本発明の他の実施例にかかる受信装置２００について説明する。本実施例にかか
る受信装置は、図７を参照して説明した受信装置と同様の構成であるため、その説明を省
略する。ただし、待ち受け時には図７を参照して説明した受信装置２００におけるスイッ
チ２０６は不要となる。
【００７３】
　送信装置１００は、ページング情報を全帯域の中心周波数を含む周波数ブロックで送信
する。受信装置２００は、受信したＣＣＨに基づいて、自移動局宛のデータがあるか否か
を判定する。具体的には、移動局２００は、ＣＣＨを受信した結果、該ＣＣＨに格納され
たページング情報に基づいて自移動局宛のデータがないと判定した場合、次のＣＣＨを受
信する間まで待ち状態となる。周辺セルサーチタイミング制御部２３２は、この待ち状態
の間、周辺セルサーチを行うようにスイッチ２０６を切り替えるように制御する。
【００７４】
　本実施例にかかる送信装置１００によれば、全帯域の中心周波数を含む周波数ブロック
でページング情報が送信されることにより、ページング情報と周辺セルサーチとを行う周
波数帯域を一致させることができる。このため、ページング情報に基づいて自移動局宛の
データがないと判定した場合、キャリア周波数の変更を行うことなく周辺セルサーチを行
うことができる。すなわち、接続セルの割り当て周波数ブロックに対応する周波数帯域か
ら、基地局の送信帯域の中心周波数を含む周波数帯域へずらし、また、接続セルの割り当
て周波数ブロックに対応する周波数帯域へ戻す時間を短縮することができる。また、待ち
受け状態での周辺セルサーチを簡略化することができる。
【００７５】
　次に、本発明の他の実施例にかかる送信装置１００について説明する。
【００７６】
　本実施例にかかる送信装置１００は、図５を参照して説明した送信装置と同様の構成で
あるため、その説明を省略する。
【００７７】
　次に、本発明の他の実施例にかかる受信装置２００について説明する。
【００７８】
　本実施例にかかる受信装置は、図７を参照して説明した受信装置と同様の構成であるた
め、その説明を省略する。ただし、図７を参照して説明した受信装置２００におけるスイ
ッチ２０６は不要となる。
【００７９】
　本実施例にかかる送信装置１００は、移動局が周辺セルサーチを行うタイミングでは、
該移動局に基地局の送信帯域の中心周波数を含む周波数帯域を割り当てる。
【００８０】
　一例として、基地局の送信帯域が３つの周波数ブロックに分割される場合について、図
９を参照して説明する。基地局の送信帯域が２または４以上の周波数ブロックに分割され
る場合についても同様である。
【００８１】
　複数の移動局をグループ分けし、各グループに送信帯域を分割した周波数ブロックが割
り当てられ、所定の周期で、各グループに割り当てられた周波数ブロックが変更される。
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【００８２】
　例えば、基地局は、予め全てのユーザを複数のユーザグループ、例えばＡ、ＢおよびＣ
の３つのグループに分けておく。
【００８３】
　ユーザグループＡへの周波数ブロックは、時刻ｔ、ｔ＋１、ｔ＋２、ｔ＋３、・・・に
おいて、周波数ブロック１、２、３、１の順に割り当てられる。また、ユーザグループＢ
への周波数ブロックは、時刻ｔ、ｔ＋１、ｔ＋２、ｔ＋３、・・・において、周波数ブロ
ック２、３、１、２の順に割り当てられる。また、ユーザグループＣへの周波数ブロック
は、時刻ｔ、ｔ＋１、ｔ＋２、ｔ＋３、・・・において、周波数ブロック３、１、２、３
の順に割り当てられる
　基地局は、周辺セルサーチの実行を要求してきた移動局の属するグループを、中心周波
数を含む周波数ブロックが割り当てられているグループに変更する。例えば、ユーザグル
ープＡに属する移動局が、時刻ｔにおいて周辺セルサーチの実行を要求してきた場合、基
地局は、該移動局の属するグループをユーザグループＡから、時刻ｔにおいて、接続セル
の送信帯域の中心周波数を含む周波数ブロック、すなわち周波数ブロック２を割り当てら
れているユーザグループＢに変更する。この場合、該移動局は、周辺セルサーチ後もユー
ザグループＢに属し続ける。
【００８４】
　また、基地局は、周辺セルサーチの実行を要求してきた移動局に、中心周波数を含む周
波数ブロックを一時的に割り当てるようにしてもよい。例えば、移動局に、時刻ｔの間、
周波数ブロック２を例外的に割り当て、時刻ｔ＋１以降は、ユーザグループＡに復帰させ
る。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　本発明にかかる基地局、移動局および通信方法は、無線通信システムに適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】複数の帯域幅を有するＯＦＤＭ方式の無線通信システムに関するスペクトルを示
す説明図である。
【図２】通信開始時のセルサーチ法を示す説明図である。
【図３】本発明の一実施例にかかるセルサーチ後の使用する帯域への移動を示すフロー図
である。
【図４】本発明の一実施例にかかるセルサーチを示す説明図である。
【図５】本発明の一実施例にかかる送信装置を示すブロック図である。
【図６Ａ】ＳＣＨの送信帯域幅を示す説明図である。
【図６Ｂ】ＳＣＨの送信帯域幅を示す説明図である。
【図７】本発明の一実施例にかかる受信装置を示すブロック図である。
【図８】本発明の一実施例にかかる送信装置を示すブロック図である。
【図９】本発明の一実施例にかかる周波数ブロックの割り当て方法を示す説明図である。
【符号の説明】
【００８７】
１００　送信装置
２００　受信装置
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